
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

 

 

 

 

第 30 回全国消防操法大会出場消防団への知事激励式について 

 

１　目的 

　　令和 6年 10月 12 日（土）に宮城県で開催される「第 30 回全国消防操法大会」（小型ポンプの部）に、広島

県代表として出場する福山市消防団の活躍を期待し、知事が激励を行うものである。 

 

２　日時 

　　令和６年９月２５日（水）　16 時から　 

 

３　場所 

　　県庁北館２階　第一会議室 

 

４　出席者 

⑴ 福山市消防団　　　　副団長、分団長、副分団長、出場選手、消防局職員 

⑵ 広島県　　　　　　　知事、危機管理監 

⑶ 広島県消防協会　　　会長（福山市消防団長）、副会長 

 

５　立会者 

　　広島県議会　松岡宏道 議員、出原昌直 議員 

 

６　式次第 

⑴  開式 

⑵  知事激励の言葉 

⑶  目録贈呈 

⑷  代表謝辞 

⑸  広島県消防協会長による目録贈呈 

⑹  選手自己紹介 

⑺  選手決意表明 

⑻  閉式　　　※式後、記念撮影予定 

 

７　議長訪問 

知事激励式終了後　（16 時 30 分を予定） 

 

８　その他 

⑴　令和５年１１月２５日に行われた広島県消防ポンプ操法競技大会において、優勝した福山市消防団が全国

大会に出場するもの。 

⑵　平成 26 年度から、全国大会に県代表として出場する消防団に対して、大会に向けた特別の訓練のための

補助制度（50 万円）を創設し、また、出場消防団への知事激励式を行っている。 

 

全国消防操法大会は、昭和 43年から隔年で開催されており、全国 47 都道府県の代表チームがポンプ車の部

と小型ポンプの部に分かれて競技を行う。（ポンプ車の部 24チーム、小型ポンプの部 24チーム） 

広島県からは、全国大会の前年に実施する県大会の優勝チームが代表として出場する。

消防操法とは、消防ポンプを用いて、消防用ホ

ースを延長し、放水により火点標識（標的）を倒

し、タイムや、確実性、チームワークなどを競う

もの。 

小型ポンプの部（可搬ポンプ）とポンプ車の部

（車両）の２種類がある。
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